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研究成果の概要 

本研究提案では定数空間オーバーヘッド誤り耐性量子計算の時間オーバーヘッドの極限まで

効率化しその実装方針まで明確化すること目的として研究を行う。特に本研究では、定数空間オ

ーバーヘッド誤り耐性量子計算を polylogarithmicやそれ以下といった短い時間オーバーヘッドで

高速に行う手順を解明する。さらにその将来的な実装可能性を解析するために、実装に必要とな

るリソースの定量的評価と古典数値シミュレーションに関する理論基盤を確立する。2023年度は定

数空間オーバーヘッド誤り耐性量子計算の性能評価として、本研究提案に向けて開発してきた量

子連接符号を用いた誤り耐性量子計算プロトコルの性能評価を行なった。また並行して、量子

LDPC符号を用いた誤り耐性量子計算プロトコルのオーバーヘッドの効率化を行なった。さらにこ

うした誤り耐性量子計算プロトコルの実装方法の定量的解析に向けて、連続量量子状態間の変換

の古典数値シミュレーションを効率化する方法を構築するために、量子リソース理論の手法に基づ

く古典数値シミュレーションの方法を開発した。また連続量量子状態にも適用可能な一般的な量

子リソース理論の基礎理論を構築するために、非凸な量子リソース理論や無限次元２体エンタング

ルメントの理論を解析した。これらの研究により、誤り耐性量子計算の効率化とその実装方法の定

量的解析に向けた量子リソース理論の理論基盤の整備を進めた。 
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